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災害は、いつ起こるかわかりません。その発生を未然に

防ぐことは難しいですが、日ごろからの備えを万全にする

ことで、被害を最小限にくいとめることはできます。

いつ起こるかわからない非常事態に備え、過去に発生し

た災害の教訓を生かし、自主防災組織づくりや防災活動に、

行政と町民のみなさんが一体となって取り組んでいかなけ

ればなりません。

本町では、災害による被害から町民のみなさんの生命と

財産を守るため、迅速かつ的確な対策を講じるためのさま

ざまな防災対策に取り組んでいます。

日ごろから防災の知識と意識を高めましょう
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自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
自
衛
意
識
と
連
帯
感
に
基
づ
き
結
成
す
る

防
災
組
織
で
す
。

本
町
で
は
、
各
区
で
結
成
す
る
自
主
防
災
組

織
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
51
行
政
区
の
内
、
35
の
区
で
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
ご
と
に

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
町
内

す
べ
て
の
区
で
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
、
結
成
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

本
町
で
は
、
花
吉
野
ガ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
地
内

に
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。倉
庫
に
は
、

毛
布
や
テ
ン
ト
な
ど
の
避
難
施
設
用
品
を
は
じ

め
、
ベ
ッ
ド
や
多
人
数
用
救
急
箱
な
ど
の
救

助
・
救
急
用
品
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
災
害
時
に
必
要
な
備
蓄
品
の
購
入
や

保
管
を
行
い
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
す
。

本
町
で
は
、
防
災
関
係
機
関
の
連
携
や
町
民

の
み
な
さ
ん
が
災
害
時
に
実
際
に
と
る
行
動
を

再
確
認
す
る
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
訓
練
で
は
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の
消
火
訓
練
や
給
水
車
に
よ

る
給
水
訓
練
、
ま
た
地
震
で
倒
壊
し
た
家
屋
か

ら
住
民
を
助
け
出
す
救
出
・
救
助
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
10

月
28
日（
日
）に

防
災
訓
練
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
防

災
訓
練
に
積
極

的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

大
淀
町
地
域
防
災
計
画
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
す

な
わ
ち
「
災
害
に
強
い
大
淀
町
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
町
や
関
係
機
関
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
果
た
す
責
務
と
役
割
に
つ
い
て
定
め
た
重
要

な
計
画
で
す
。

本
町
で
は
、今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
で
、

防
災
に
関
す
る
基
礎
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
本

町
の
実
情
に
沿
っ
た
防
災
計
画
と
な
る
よ
う
大

淀
町
地
域
防
災
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。

ま
た
、
計
画
策
定
時
の
基
礎
調
査
の
内
容
を

反
映
さ
せ
て
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
耐
震

改
修
促
進
計
画
お
よ
び
地
震
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

の
作
成
を
行
い
ま
す
。

東
南
海
・
南
海
地
震
や
千
股
断
層
お
よ
び
中

央
構
造
線
断
層
帯
の
内
陸
型
地
震
が
発
生
す
る

と
、
本
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
、
今
後
は
県
の
地
震
被
害
想
定
調
査
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
戦
略
的
に
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
推
進

備
蓄
倉
庫
を
設
置

大
淀
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

防
災
訓
練
を
実
施

災
害
時
す
べ
て
を
ま
か
な
う
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
み
な
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
食

糧
や
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

毎年秋に、町消防団第
８分団と中吉野広域消防
組合大淀消防署の協力で
放水訓練や消火器の使用
方法などについて訓練を
実施しています。
昨年の自主防災会の結

成後は、全世帯に懐中電
灯やラジオ、包帯などの防災グッズ
が配布され、災害への備えを行って
います。
過去に大きな土砂災害を数回経験

しているため、区民の防災に対する
意識が非常に高く、毎年実施する区
の防災訓練には、ほとんどの区民が
参加します。
今後は、参加者を募り区民を対象

とした救命講習会を実施する予定で
す。

大阿太グリーンポリス区

自主防災会

北野区では、毎年秋に防災訓練を実
施しています。
今年４月には、自主防災会を結成し

ました。
今年の防災訓練は、中吉野広域消防

組合大淀消防署員の指導で放水訓練や
消火器の使用方法、また地震の体験や
防災講演会などが予定されています。

北野区の４つの公民館のうち北野北公民館は、玄関の出入口がスロー
プになっており、また車椅子

い す

で利用することができるトイレを設置する
など、身体障がい者が利用できる避難施設となっています。

北野区自主防災会

▲北野北公民館

▲昨年行われた区の防災訓練



災
害
が
発
生
し
た
時
、
ど
こ
に
避

難
す
れ
ば
よ
い
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
の
発
生
な
ど

か
ら
身
を
守
る
た
め
、
本
町
で
は
避

難
施
設
を
20
箇
所
指
定
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
す
る
前
に
、
日
ご
ろ
か

ら
避
難
先
を
確
認
し
、
避
難
経
路
に

つ
い
て
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
対
策
本
部
が
町
役
場
に
、
ま

た
町
内
３
箇
所
に
防
災
拠
点
を
設
置

し
ま
す
。

◆
東
ブ
ロ
ッ
ク→

町
立
旭
ヶ
丘
総
合

セ
ン
タ
ー

◆
中
ブ
ロ
ッ
ク→

町
立
大
淀
中
学
校

体
育
館

◆
西
ブ
ロ
ッ
ク→

町
立
西
部
幼
稚
園

防
災
拠
点
で
は
、
災
害
対
策
本
部

と
連
動
し
た
災
害
対
策
活
動
を
行
う

た
め
、
町
職
員
を
配
置
し
自
主
防
災

組
織
や
各
種
団
体
な
ど
と
協
力
し
て

活
動
し
ま
す
。
地
域
内
の
被
害
状
況

の
把
握
、
自
主
防
災
組
織
と
対
策
本

部
と
の
連
絡
調
整
、
物
資
な
ど
の
配

給
、
避
難
者
の
生
活
支
援
・
生
活
情

報
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

避
難
す
る
時
は
、
必
ず
歩
い
て
避

難
施
設
な
ど
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
車

で
の
避
難
は
、
交
通
の
混
乱
や
消

防
・
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
動
き
や
す
い
服
装
で
携
帯

品
は
必
要
最
小
限
の
も
の
に
し
ま
し

ょ
う
。

◇◇町指定の避難施設一覧◇◇
■各ブロックの防災拠点

町立旭ヶ丘総合センター

町公民館馬佐分館

町立大淀希望ヶ丘小学校体育館

旧町立大淀旭ヶ丘小学校体育館

町立旭ヶ丘体育館

町立東部幼稚園

町立大淀中学校体育館

町立第一保育所

町立平畑体育館

町立桜ヶ丘総合センター

町立桜ヶ丘児童館

町立桜ヶ丘体育館

町文化会館

町立大淀桜ヶ丘小学校体育館

金吾町北郷コミュニティセンター

町立第三保育所

町立西部幼稚園

薬水コミュニティセンター

町公民館花吉野ガーデンヒルズ分館

町佐名伝公民館

西
ブ
ロ
ッ
ク

中
ブ
ロ
ッ
ク

東
ブ
ロ
ッ
ク

災
害
が
発
生
す
る
と
･･･

避
難
す
る
時
は
･･･

災
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ

て
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
て
い
る

避
難
施
設
以
外
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
で
決
め
ら
れ
た
身
近
な

公
民
館
な
ど
を
避
難
施
設
と
し

て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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を
ダ
イ
ヤ
ル

災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
の
操
作
方
法

災
害
時
の
安
否
情
報

伝
言
サ
ー
ビ
ス

災
害
時
の
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
被

災
地
の
人
が
録
音
し
た
安
否
情
報
な

ど
を
親
戚
や
友
人
な
ど
が
再
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

災
害
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地
へ

の
通
信
が
増
加
し
、
つ
な
が
り
に
く

い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
提
供
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
使
用
で
き
る
電
話
は
、

一
般
電
話
・
公
衆
電
話
・
携
帯
電

話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
（
一
部
の
通
信
事
業
者

を
除
く
）
で
す
。

『
１
７
１
』
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
利

用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
音
声
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
録
音
ま
た
は
再
生
を
行
う

こ
と
で
連
絡
を
と
り
あ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
録
音
時
間
は
１
伝
言
あ
た

り
30
秒
以
内
、
録
音
後
48
時
間
保
存

さ
れ
ま
す
。

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
体
験
！

毎
月
１
日
と
正
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
、ま
た
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間（
１
月
15
日
か
ら
１
月
21
日
ま
で
）

な
ど
に
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
使
っ
て

お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ス
ム
ー

ズ
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
奈
良
支
店

1
０
７
４
２
@4
４
４
６
４

録
音

伝
言
の
録
音

伝
言
の
再
生

再
生

と
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

被
災
地
の
人
は
自
宅
の
電
話
番

号
を
、
被
災
地
以
外
の
人
は
被

災
地
の
人
の
電
話
番
号
を
市
外

局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ

さ
い
。 1

2

を
ダ
イ
ヤ
ル

を
ダ
イ
ヤ
ル

b b

b

b b

1

7

1

を
ダ
イ
ヤ
ル

災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
の
操
作
方
法

覚
え
て
お
こ
う
！
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木造住宅

浄化槽設置の補助を行っています
町では、快適な生活環境と公衆衛生の向上のため、生活排水

対策の取り組みとして「合併処理浄化槽」を新しく設置する人
に、補助を行っています。ぜひ、補助金制度を活用してください。
■対象地域（詳細は問い合わせてください）

■補助金額（浄化槽の大きさにより補助金額は異なります）

■問い合わせ先 町役場都市整備課

¡公共下水道事業の計画区域以外の区域
持尾・矢走・岩壺・鉾立・大岩・田口・畑屋の一部
佐名伝（梨山）・薬水・今木・西増・中増

¡公共下水道事業の計画区域であるが、認可を受けていない区域
比曽・奥越部・芦原・馬佐の一部

人槽区分 補助限度額 専用住宅の人槽算定基準
5人槽 384,000円 建築物の延べ面積が130g以下のもの
7人槽 451,000円 建築物の延べ面積が130gを越えるもの
10人槽 569,000円 二世帯住宅　台所および風呂が2箇所以上のもの

※ 水洗便所改造助成金（助成金額100,000円）制度も併せて活用してください。
（ただし、新築は除きます。）

浄化槽を正しく
使いましょう

本町では、平成19年度に５件の木造住宅を対象として耐震診断費用の一部を助成します。耐震診断を
受けたい人は、申請書類などを町役場建設産業課に提出してください。
■耐震診断費用
１万円（自己負担金）
※　耐震診断費用３万円のうち２万円を国・県・町が負担します。
■対象となる住宅
町内で次の要件を満たす木造住宅
q 昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅（在来軸組工法で、２階建て以下のもの〈長屋およ
び共同住宅を含む。〉）

※　店舗などの併用住宅の場合、店舗などに供する床面積が延べ面積の２分の１未満のもの
w 延べ面積が250平方メートル（約75坪）以下のもの
■募集件数
５件（募集件数になりしだい、募集を締め切ります。）
■受付期間
９月10日（月）から９月28日（金）まで（土・日・祝日を除きます。）
午前８時30分から午後５時15分まで
■申込方法
申請書などを町役場建設産業課に持参して提出してください。
※　申請書類などは町役場建設産業課で配布します。
また、本町ホームページ（http://www.town.oyodo.nara.jp/）
からダウンロードすることができます。
■申し込み・問い合わせ先 町役場建設産業課

大規模地震の発生に備えた安全な地域づくりのために、建築されてから一定期間を過ぎ
た木造住宅の耐震診断を支援します。これは、奈良県に登録されている耐震診断員による
耐震診断を受ける際に、国・県・町がその費用の一部を助成するものです。

耐震診断にかかる費用の一部を助成します

【主な注意事項】
○浄化槽の上やマンホールなど

には物を置かないでく

ださい。

○水はきちんと流して

ください。

○専用のトイレットペーパー

を使用してください。

○ブロワーの電源は切ら

ないでください。

○台所から出る野菜くずや天ぷら油、

またタバコやおむつ

などは絶対に流さな

いでください。

○異常が見つかった時は、専門業者

に連絡してください。

１．定期的に保守点検を行って

ください。

２．定期的に清掃を行ってくだ

さい。

３．指定検査機関の法定検査を

受けてください。

４．日常の使用にあたって注意

事項を守ってください。
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年金時効特例法が
施行されました

年金記録の訂正による年金の増額分は、時効により消滅した分を含めて、
ご本人または遺族の人に全額お支払いします。

年金記録問題の一環として「年金時効特例法」が本年７月に公布、施行されました。
この法律は、年金記録の訂正に伴って年金額が増額されたにもかかわらず、時効により全
額を受給できないということがないよう、時効が完成した部分についても年金を支給するも
のです。

年金記録が訂正された結果、年金が増額
された場合でも、時効消滅により直近の５
年間分に限ってお支払いしてきました。

今までは

年金時効特例法の成立によって、時効消滅に
より受け取ることができなかった年金も全期間
さかのぼってお支払いすることになりました。

これからは

a
［例えば…‥］

60歳から年金を受給した人が、71歳になって追加すべき年金記録が見つかった場合

■対象者
●すでに年金記録が訂正されている人
q年金記録の訂正により年金が増額されたけれど、時効消滅により直近の５年間分に限ってお支払いして
いた人

w年金記録の訂正により年金の受給資格が確認され、新たに年金をお支払いすることになったけれど、時
効消滅により直近の５年間分の年金に限ってお支払いしていた人

e上記qとwに該当する人が亡くなられている場合のそのご遺族の人
※ ご遺族の範囲は、亡くなられたその人と生計を同じくされていた人に限り、配偶者、子、父母、孫、
祖父母、兄弟姉妹の順となります。

●今後、年金記録が訂正される人
r今後、年金記録が訂正された結果、上記q～eと同じ場合となる人
■手続き
●年金受給開始後に年金記録が訂正された受給者
９月から、対象となる人に必要事項を記載した用紙を発送します。また、今すぐに必要書類を社会保険

事務所に提出することもできます。
●今後、年金記録が訂正される人
年金記録の訂正手続のほか、特に必要な手続はありません。

■その他
手続終了からお支払いまでは、２～３ヶ月程度の期間となります。なお、お支払いの前に審査結果・振

込などのお知らせをします。
■問い合わせ先
年金時効特例法に関する必要書類のお取り寄せ、手続方法などのお問い合わせは次のとおりです。

●窓口（問い合わせおよび手続きの窓口）
大和高田社会保険事務所（大和高田市幸町５番11号）

●電話
ねんきんダイヤル（10570 1165）または、大和高田社会保険事務所（10745@23531）

※　社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp）でも詳しい制度内容を案内しています。
○�05

60歳 66歳 71歳

当初からお支払い

５年を超える分は時効消滅 増額分は５年間さかのぼってお支払い 全額を
お支払い

全期間 ５年間

年金時効特例法により、全期間さかのぼってお支払いします
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15

大
き
な
の
っ
ぽ
の
古
仏

ふ
る
ぼ
と
け

馬
佐

ば

さ

町
の
中
央
東
寄
り
、
南
北
に
長
い

谷
あ
い
に
ひ
ら
け
た
馬
佐
の
ま
ち
に

は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
歴
史
が

残
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
の
北
部
の
一
角
に
あ
る
妙
楽

み
ょ
う
ら
く

寺じ

は
、
当
寺
に
残
る
過
去
か

こ

帳ち
ょ
うの
記
録

で
は
、
室
町
時
代
の
天
文
て
ん
ぶ
ん

21
（
１
５

５
２
）
年
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
妙
楽
寺
に
残
さ

れ
て
い
る
、
ち
ょ
っ
と
か
わ
っ
た
経

歴
を
も
つ
仏
像
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

道
沿
い
に
構
え
た
門
を
く
ぐ
り
境

内
に
入
る
と
、
正
面
に
本
堂
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
本
堂
か
ら
、
向
か
っ
て

右
に
あ
る
薬や
く

師し

堂ど
う

へ
と
向
か
い
ま
す
。

薬
師
堂
の
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に

は
３
躯く

の
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
央
に
薬や
く

師し

如
来
に
ょ
ら
い

の
坐
像
、
向

か
っ
て
右
に
十
一
面
観
音

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
んの
、
左
に

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
立
像
が
あ
り
ま
す
。
薬

師
如
来
は
室
町
時
代
（
約
５
０
０
〜

６
０
０
年
前
）
の
、
地
蔵
・
観
音
は

平
安
時
代
中
ご
ろ
（
約
１
０
０
０
年

前
）
の
作
風
と
み
ら
れ
ま
す
。

十
一
面
観
音
は
、
一
本
の
大
木
か

ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
造
り
出
し
て
ゆ

く
「
一
木
造

い
ち
ぼ
く
づ
く
り」
の
技
法
で
造
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
き
な
立
木
に
直
接
ノ
ミ

を
入
れ
て
彫
刻
す
る
「
立た
ち

木き

仏ぶ
つ

」
を

思
わ
せ
る
仕
上
が
り
で
、
装
飾
を
い

っ
さ
い
省
い
た
簡
素
な
表
現
が
特
徴

で
す
。
仏
像
の
高
さ
は
１
９
５
b

。

堂
の
天
井
を
突
き
抜
け
そ
う
な
く
ら

い
の
「
せ
い
た
か
の
っ
ぽ
」
で
す
。

地
蔵
菩
薩
は
高
さ
１
５
５
b
で
す

が
、
製
作
技
法
が
十
一
面
観
音
と
共

通
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
「
立

木
仏
」
の
系
統
に
属
し
ま
す
。
こ
ち

ら
も
、
お
堂
の
鴨か
も

居い

（
ふ
す
ま
等
の

仕
切
り
の
上
部
を
支
え
る
部
分
）
に

顔
が
隠
れ
る
く
ら
い
の
高
さ
で
す
。

本
町
に
は
平
安
時
代
の
仏
像
が
３

躯
あ
っ
て
、
町
西
部
の
大
岩
に
あ
る

大
日
如
来
坐
像
（
町
指
定
文
化
財
）

を
除
け
ば
、
残
る
２
躯
が
妙
楽
寺
に

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
２
躯
の
仏
像
に
つ
い
て
は
、『
大

淀
町
史
』
編
纂
へ
ん
さ
ん

時じ

に
も
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
検
討
は
ま

だ
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
古
い
仏
像
が
、
馬
佐
の
一
寺
院
に

あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
る
３
躯

の
仏
像
は
、
前
回
紹
介
し
た
田た

口ぐ
ち

・

安
佐
あ

さ

谷だ
に

に
あ
っ
た
寺
院
か
ら
当
寺
に

移
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
妙
楽
寺
か
ら
は
丘
陵
を
挟
ん
で
、

北
に
１
d
の
場
所
で
す
。

こ
の
よ
う
に
他
寺
か
ら
移
さ
れ
た

仏
像
を
「
客
仏

き
ゃ
く
ぶ
つ」
と
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
客
仏
の
年
代
か
ら
考
え
る

と
、
安
佐
谷
に
あ
っ
た
寺
院
の
創
建

年
代
は
、
平
安
時
代
に
ま
で
遡
る
と

推
測
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
安
佐
谷
か
ら
来
た
客
仏
を

伝
え
る
寺
院
と
し
て
、
本
町
中
増
の

安
養
あ
ん
よ
う
寺じ

（
聖
観
音

し
ょ
う
か
ん
の
ん坐ざ

像ぞ
う

・
室
町
時
代

か
）、
吉
野
町
山
口
の
西
蓮
さ
い
れ
ん

寺じ

（
高

さ
２
・
６
ｍ
の
阿
弥
陀

あ

み

だ

如
来

に
ょ
う
ら
い坐ざ

像ぞ
う

・

平
安
時
代
）
が
あ
り
ま
す
（
こ
れ
も

大
き
な
仏
で
、
通
称
「
吉
野
大
仏
」

と
も
い
い
ま
す
）。

妙
楽
寺
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
寺

院
は
い
ず
れ
も
浄
土
宗
に
属
し
て
い

ま
す
。
安
佐
谷
に
あ
っ
た
寺
院
も
、

江
戸
時
代
に
廃
寺
に
な
る
直
前
は
浄

土
宗
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

浄
土
宗
と
な
る
前
の
平
安
時
代
に
は
、

大
き
な
の
っ
ぽ
の
古
仏
が
安
置
さ
れ

る
古こ

刹さ
つ

と
し
て
、
馬
佐
の
地
域
を
含

め
た
広
範
囲
に
そ
の
信
仰
を
及
ぼ
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

１
９
９
２
年
、
馬
佐

地
区
の
北
端
に
あ
る
、

安
佐
谷
か
ら
馬
佐
へ
と

通
じ
る
道
沿
い
の
丘
陵

で
、
平
安
時
代
の
火
葬

墓
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
素
焼
き
の
壷
に

骨
を
お
さ
め
た
も
の
で
、

炭
を
含
む
土
で
ま
わ
り

が
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

付
近
で
見
つ
か
っ
た
溝
状
の
穴
か
ら

は
、
ほ
ぼ
完
形
の
平
安
時
代
の
瓦
器

椀
が
重
な
っ
た
状
態
で
見
つ
か
り
、

こ
れ
も
墓
で
は
な
い
か
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
地
名
を
と

っ
て
馬ば

佐さ

蔵く
ら

坂ざ
か

遺い

跡せ
き

と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
調
査
成
果
を
も
と
に
す
る
と
、

既
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
墓
を
含
め

て
、
付
近
の
丘
陵
一
帯
は
、
平
安
時

代
に
遡
る
墓
地
群
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
安
佐
谷
の
寺
院
と
、

馬
佐
蔵
坂
遺
跡
の
墓
地
群
が
一
体
の

も
の
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
の
風
景
か

ら
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
一
大

霊
場
が
付
近
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
安

佐
谷
の
仏
と
馬
佐
の
地
域
が
、
信
仰

文
化
の
点
で
深
く
結
び
つ
い
た
歴
史

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

妙
楽
寺
に
招
か
れ
た
客
仏
た
ち
は
、

８月10日（金）、薬水コミュニティーセンターで町
内の歴史・文化について学習する「おおよど歴史学
習会」が開催されました。
薬水地区のみなさんをはじめ、町内から約20人が

集まり、発掘調査でみつかった薬水遺跡、弘法大師
の伝承が残る薬水の井戸、福神の地名の由来となっ
た福神毘沙門天、地区内に残るレンガ造りの鉄道ト
ンネルなどについて学びました。
次回は、10月に今木地区で行われる予定です。た

くさんのみなさんのご参加をお待ちしています。

おおよど歴史学習会を開催

さ
か
の
ぼ

さ
か
の
ぼ

▲妙楽寺薬師堂の「のっぽさん」

記
録
に
残
さ
れ
な
か
っ
た
安
佐
谷
の

寺
院
の
記
憶
を
、
現
代
に
呼
び
覚
ま

し
て
く
れ
る
大
切
な
文
化
財
で
す
。

◇
町
教
育
委
員
会
・
学
芸
員松

田
　
度
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▲カヌー体験で水の上をスイスイ！

緊急時に備え救命講習会
町職員・学校教諭が受講

本町には、町役場や小・中学校などの公共施設７

箇所にＡＥＤ（自動体外式除細動器）が設置されて

います。

突然人が倒れるなどの緊急事態に備え、町職員お

よび学校教諭を対象に心肺蘇
そ

生
せい

法とＡＥＤを使った

救命講習会が行われました。講習会では、消防署員

の指導で、基礎知識の講習や、モデルの人形を使っ

て人工呼吸や心臓マッサージなどを実際に体験し、

救急車が到着するまでの救命処置の重要性を学びま

した。

▲消防署員から講習を受ける町職員

自然の中でたくましく！
チャレンジキャンプ IN 山添

７月31日（火）と８月１日（水）の２日間、大淀町
子ども野外活動が、山添村野外活動センターと

Ｂ＆Ｇ海洋センターで行われました。

地域や学年を越えたなかまづくりと、自分たち

で考えて行動するたくましさを育てることを目的

に行われた野外活動は、今年で５回目の開催とな

りました。参加した23人の小・中学生は、カヌー
やボートの体験をはじめ、キャンプファイヤーや

焼き板作りなどを行い、なかまの和を広げ、たく

ましく成長することができたようです。

秋の味覚、大阿太高原の“梨”
佐名伝から薬水にかけて広がる大阿太高原では、梨

なし

の

最盛期を迎えています。

本町の梨
なし

の栽培は、古く明治中期にさかのぼり、その

歴史は100年以上になります。
現在、大阿太高原では約60軒の農家が「二十世紀」をは

じめ「幸水」「豊水」さらに「新高」「愛宕
あた ご

」などの梨
なし

を栽培

しています。

もともと大阿太高原一帯は、粘質な土壌で通気性が悪

かったのですが、そのおかげで梨の根が地中の浅いとこ

ろを横に広がり大気中の酸素を多く取り込むため、特に

糖度が高くみずみずしい梨
なし

が収穫されます。

また、今年の夏の猛暑は大阿太高原の梨
なし

に例年以上の

甘さを与えてくれたそうです。

秋の味覚、大淀町特産の梨
なし

をみなさんもいかがですか。

なし

▲収穫の様子

▲今年も大きく実った梨
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五
人
囃
子
は
向
か
っ
て
右
か
ら
謡
・
笛
・
小

鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
の
順
番
で
す
。
謡
と
笛
は
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
、
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
は
リ
ズ
ム

を
奏
で
ま
す
。
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
は
掛
け
声

を
か
け
て
拍
数
や
テ
ン
ポ
を
知
ら
せ
ま
す
。
小

鼓
・
大
鼓
は
左
手
で
持
ち
右
手
で
打
ち
、
太
鼓

は
バ
チ
を
使
っ
て
両
手
で
打
ち
ま
す
。
両
手
で

打
つ
太
鼓
は
一
拍
に
２
回
打
て
る
の
で
、
リ
ズ

ム
担
当
の
な
か
で
も
リ
ー
ド
役
で
す
。

太
鼓
は
ま
ず
バ
チ
が
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
音
を
立

て
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
右
手
で
取
り
ま
す
。
右

手
は
上
か
ら
、
左
手
は
下
か
ら
力
を
抜
い
て
軽

く
握
り
ま
す
。
３
つ
の
鼓
の
な
か
で
面
積
の
大

き
な
太
鼓
で
す
が
、
ど
こ
を
打
っ
て
も
い
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
ん
中
に
貼
っ
た
小
さ

な
「
バ
チ
皮
」
を
め
が
け
て
打
ち
ま
す
。
バ
チ

の
扱
い
に
は
「
押
さ
え
る
バ
チ
」
と
「
響
く
バ

チ
」
が
あ
り
ま
す
。
押
さ
え
る
バ
チ
は
、
音
が

響
か
な
い
よ
う
バ
チ
を
弾
ま
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
反
対
に
響
か
せ
る
バ
チ
は
、
バ
チ
を
弾
ま

せ
て
音
を
響
か
せ
ま
す
。
押
さ
え
る
バ
チ
は
ゆ

っ
く
り
と
少
し
の
間
打
つ
と
何
と
な
く
感
じ
が

わ
か
り
ま
す
が
、
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
と

だ
ん
だ
ん
バ
チ
が
跳
ね
て
き
ま
す
。
響
か
せ
る

バ
チ
に
は
、
バ
チ
を
右
肩
に
乗
せ
て
打
ち
下
ろ

す
肩
の
バ
チ
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
難
し
い
で

す
が
、型
が
き
ま
る
と
と
て
も
格
好
い
い
で
す
。

谷嘉樹さんが優勝報告
世界少年野球大会

世界少年野球大会に日本選抜選手として

参加した町立大淀中学校３年生の谷嘉樹さ

ん（今木）が、町役場を訪れ日本チームの

優勝報告をしました。

８月７日（火）から10日（金）までの４日
間にわたりメキシコで行われたこの大会に

は、アメリカ、メキシコ、韓国など８カ国、

10チームが参加しました。谷さんはピッチ
ャーとしてチームジャパンのユニフォーム

に身を包み、大会中２イニングに登板し日

本チームの優勝に貢献しました。

▲町長に優勝を報告する谷さん

待ちに待った、リフト付きワゴン車
すぎの子苑

８月８日（水）、障害者福祉サービス事業所「すぎの子苑
えん

」

にリフト付きワゴン車が導入されました。

すぎの子苑
えん

は、心身に障がいをもつ人が作業を通して社

会的自立を図ることを目的に開設され、現在11人が通所し
ています。新しいワゴン車は、競輪を運営する「日本自転車

振興会」の補助を受け、すぎの子苑が購入したものです。購

入されたワゴン車は、電動リフトにより車イスに乗ったま

ま乗車することができ、車イスを利用する人も介助する人

も非常に楽になりました。施設長の秋山多喜子さんは、「こ

のリフト付きワゴ

ン車の購入により、

すぎの子苑
えん

に通所

する人が、より活

発に作業が出来る

ようになれば」と話

されていました。

えん

リフトつきワゴン車のs
導入を喜ぶ通所者あああ
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町保健センター　1　 0747－52－9403　�
　　　　　　　　FAX 0747－52－9404
ホームページからも申し込みができます。�
　　　　　　　　　　http://www.town.oyodo.nara.jp

●子どもの健康診査
実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査 ９月12日（水）・午後１時30分～午後２時 H19.４.16～H19.５.15生まれ
10月11日（木）・午後１時30分～午後２時 H19.５.16～H19.６.15生まれ

10ヵ月児健康診査 ９月13日（木）・午後１時30分～午後２時 H18.10.16～H18.11.15生まれ
10月12日（金）・午後１時30分～午後２時 H18.11.16～H18.12.15生まれ

１歳６ヵ月児健康診査 ９月28日（金）・午後１時15分～午後２時 H18.２.１～H18.３.31生まれ

予防接種名 実施日 対　象
今月通知する子 前の対象で受けていない子

H18.８.21～H18.９.20生まれの子

H17.７.１～H17.７.31生まれの子

H18.12.１～H18.12.31生まれの子

H18.７.１～H18.12.31生まれの子

三種混合

ポリオ

麻しん風しん混合 ９月20日（木）

９月27日（木）
10月29日（月）
11月20日（火）

９月27日（木）
10月５日（金）

２歳未満の子
幼稚園・保育所などの年
長児

７歳６カ月未満の子

「Ⅰ期初回」の接種を終了
した７歳６カ月未満の子
７歳６カ月未満の子

第１期
第２期
（予備日）

1期
初回

1期
追加

※１　対象児には問診票を送付します。 ※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４ヶ月児健康診査で、ＢＣＧ予防接種を同時実施します。

※１　対象児には予診票を送付します。
（以前に予診票を送付したお子さんで、予防接種を終了していない場合は、再通知はしません。該当する人は
前もって町保健センターへ連絡してください。）

※２　受付時間は午後１時30分から午後２時までです。
（麻しん風しん混合の第２期を受けるお子さんの受付時間は、午後２時から午後２時30分までです）

※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入した人は、以前に受けた予防接種について、町保健センターへ連絡してください。連絡のない場合は、予防
接種の案内ができませんので、ご了承ください。

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。（インターネットでも申し込みできます。）
※２　場所は町保健センターです。 ※３　満65歳以上は無料です。
※４　その他の日程などは、本紙４月号折り込み「町保健事業予定」をご覧ください。

●予防接種

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。（インターネットでも申し込みできます。） ※２　料金は無料です。

マタニティクラス

実施日・実施時間・内容 場　所 対　象

妊娠中のことや出産、育児に
ついて実習や交流会をしながら
楽しく勉強しませんか。３回目
はパパ向けの内容が豊富です。

妊娠５ヵ月
以降の妊婦
やその家族

e10月21日（日）午後１時から午後４時まで
（先輩パパ・ママとの交流会、妊婦体験、育児体験など）

w10月17日（水）午後１時30分から午後３時30分まで
（交流会、赤ちゃんの保育、ママの健康づくり）

q10月10日（水）午前10時から午後３時まで
（妊娠中の食生活、歯の健康など）

●各種教室

町保健センター

町地域子育て
支援センター

町保健センター

基本健康診査
大腸がん検診
肺がん検診
前立腺がん検診

診察、血液・心電図検査など
便潜血検査（検便）
胸部Ｘ線検査
血液検査

９月19日（水）
午後５時30分から
午後７時30分まで
（定員50人）

1,300円
500円
200円
500円

満40歳以上
の町民

上記の男性

実施日・受付時間など 主　な　内　容 料　金 対　象
●健（検）診

［乳幼児］午前９時～午前11時　　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
尿検査・血圧測定・保健師や栄
養士による健康についての相談
を行います。



県民公開講座に参加しませんか

～第59回 近畿北陸地区歯科医学大会～

糖尿病と歯周病
『お口の異常と全身病、その不思議な関係』

人権コラム
Vol.8

住
民
か
ら
の
手
紙
よ
り

こ
れ
は
本
コ
ラ
ム
欄
に
寄
せ
ら
れ

た
町
民
（
Ａ
さ
ん
）
か
ら
の
手
紙
の

一
節
で
す
。

Ａ
さ
ん
の
手
紙
に
は
、
ほ
か
に
も

「
い
や
が
ら
せ
」
を
受
け
た
こ
と
や
、

毎
日
暗
い
気
持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
、

ひ
っ
そ
り
生
活
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
で
も
少
し
で
も
明
る
く

過
ご
し
た
い
と
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
手
紙
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
限
り
、
Ａ
さ
ん
と
地
域
住
民
と
の

間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
確
実
な
こ
と

は
、
Ａ
さ
ん
自
身
が
地
域
で
孤
立
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

一
方
で
明
る
く
暮
ら
し
た
い
と
の
願

い
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

本
町
に
は
他
府
県
か
ら
移
転
さ
れ

た
多
く
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
を
は
じ
め
一
人
暮
ら

し
の
住
民
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ

う
し
た
人
た
ち
が
、
も
し
地
域
か
ら

孤
立
し
、
話
し
相
手
さ
え
い
な
い
と

し
た
ら
、
本
人
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど

不
安
で
寂
し
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。昨

今
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
、
地
域
の
共
同
体
意
識
が
消
え

つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
多
く
の
人
が
人
に
警
戒
心
を

も
っ
た
り
、
誤
解
し
あ
っ
た
り
、
人

づ
き
あ
い
や
近
所
づ
き
あ
い
を
煩
わ

し
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

誰
し
も
が
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
、

仲
間
や
友
人
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

誰
し
も
が
楽
し
く
支
え
合
え
る
地
域

社
会
を
求
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
Ａ
さ
ん
や
一

人
孤
立
し
て
い
る
人
の
立
場
や
気
持

ち
に
思
い
を
巡
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
つ
な
が
り
あ
う
地
域
社
会

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
こ
の
問
題
を
考
え
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

町
役
場
人
権
施
策
推
進
室

11

毎日の食事の栄養バランスなどに気を配り、健や
かな生活を送るために料理教室を開催します。調理
実習などで、一緒に楽しく勉強しましょう。ぜひ参
加してください。
日　　時：10月４日（木）

午前９時30分から午後２時まで
場　　所：町保健センター
対　　象：本町在住の満60歳以上の人
定　　員：20人
持 ち 物：エプロン・三角きん
主　　催：町食生活改善推進員協議会
申し込み：町保健センター

10747%29403
（定員になり次第、締め
切ります。）

熟年のためのはつらつ料理教室　
参加者募集！

講　　師：滋賀医科大学内科学　教授　柏木厚典
日　　時：10月７日（日）

午前10時から午前11時15分まで
場　　所：なら100年会館

（奈良市三条宮前町７番１号 10742#40100）
申し込み：不要
参 加 費：無料
問い合わせ先：社団法人奈良県歯科医師会

10742#30861

広
報
「
お
お
よ
ど
」
７
月
号
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
他
府

県
よ
り
来
た
者
に
と
っ
て
は
、
と

っ
て
も
大
変
な
所
に
来
て
し
ま
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

差
別
は
元
か
ら
住
ん
で
い
た

人
々
が
、
他
府
県
か
ら
来
た
人
に

行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私

の
息
子
も
ま
た
、
学
校
で
い
じ
め

ら
れ
ま
し
た
。
・
・
・（
略
）
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3

水�

文化会館・図書館ともに休みの日�

ホール・会議室などが使用できない日�

図書館が使用できない日　　　　�

2828

さわる絵本は、目の不自由な子どもたちにも絵本
の楽しさを味わってもらおうと、お母さんたちの発
案で生まれました。
今回は、そんなさわる絵本コーナーに新たに加わ

った１冊の絵本を紹介します。

『ともだちがいました』 作／五味太郎

ちょうちょがとんでいると、花やトマトやかかし
に会いました。みんなはちょうちょに「いっしょに
あそぼう」と言ったり、「こんにちは」とあいさつを
したりします。
ともだちっていいな…と気づかせてくれる絵本です。

町立図書館には、この絵本のほかにもさまざまな
さわる絵本があります。
市販されていない手作りの絵本を、実際に手で触

れてご覧ください。

図書館では、さわる絵本コーナーを設置しています

「文芸まんがシリーズ６　たけくらべ」
原作／樋口一葉　監修／小田切進　ぎょうせい

「全集　樋口一葉（３）日記編」
小学館

誰もが通り過ぎる思春期の淡い恋
心やうつろいゆく“少女のとき”を
下町情緒豊かに描く、樋口一葉の傑
作を漫画で表現。
樋口一葉の世界の入門書に最適な

一冊です。

作家・半井桃水に対する熱烈な恋
愛感情と生活の苦労、文学への真摯
な情熱や人間関係の悩みなど、死の
直前まで綴られた樋口一葉の日記を
注釈や資料写真とともに収録。一葉
の生涯と芸術をより身近に感じられ
る貴重な資料です。

第11回図書館まつりを10月12日（金）、13日（土）に開催します。

今年は、樋口一葉を題材にした演劇や展示を行います。樋口一

葉と一葉が生きた明治という時代を楽しんでみませんか。

だれ

つづ

しん

なからい とうすい

し

○10月12日（金）
前夜祭　演劇『頭痛肩こり樋口一葉』
○10月13日（土）
リサイクルブックフェア
みんなで聞こう！ 日本のむかしむかし
絵本を通して子育てを学ぶ『つきのよるに』
近代文学に耳をすまして
さわる絵本展と制作体験
その他、手作りの楽しいイベントを多数開催！
○10月12日（金）・13日（土）
樋口一葉展
※ 図書館まつりの詳細は、広報おおよど10月号の折
り込みチラシで案内します。

第11回 図書館まつり開催！！第11回 図書館まつり開催！！

９月のおはなし会
●９月16日（日）午後３時～
こどものためのおはなし会
●９月22日（土）午後２時30分～
こどものためのおはなし会
●９月23日（日）午後２時～
大人のための朗読会　響
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◇大淀あらかしテレビの番組・加入促進補助金に関すること
町役場企画課

◇こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
こまどりケーブル　10120－667－740

問い合わせ　　1　　0746－34－5501�
　　　　　　ＦＡＸ　0746－34－5502

（町健康づくりセンター）�

◇川中美幸コンサート 入場券好評販売中！

○日　時 10月６日（土）２回公演
昼 の 部　午後１時開演　全席指定
夕方の部　午後５時開演　全席指定

○入場料 前売り入場券
〈一　般〉5,000円（当日は500円増）
〈友の会〉4,500円（前売りのみ）

さわやかな風が秋の到来を感じさせます。大阿
太高原では特産の二十世紀梨の収穫が最盛期を迎
えています。
大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事

や地域の話題などを放送しています。
９月は、「商工会ふるさとまつり」「二十世紀梨

収穫まっさかり」「高齢者福祉大会」「秋の交通安
全運動」などを放送する予定です。

大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどり
ケーブルへの加入が必要です。是非加入してくだ
さい。

○議会中継
町議会第３回定例会で、町の予算や条例など

が審議される様子を生中継します。

○台風、落雷の季節です
落雷などでケーブルテレビが映らなくなった

場合は、こまどりケーブルまで連絡してくださ
い。

◇◇チケットのお求め◇◇
◇◇あらかし友の会の入会については◇◇

町文化会館　10747%42110まで

有料プログラム教室無料体験会を実施

あらかし友の会会員募集！！
あらかし友の会に入会すると、入場券の先行予約、

会員価格等を利用することができます。

９月19日（水）から21日（金）まで、有料プログラム教室
（エアロビクス・ヨガ・水泳教室・アクアビクスなど）
が無料で受講できます。（予約が必要です）詳しくは、
本紙折り込みチラシをご覧になるか、問い合わせてく
ださい。
また、無料体験会に参加し、10月から始まる第３期

教室会員（全12回：7,800円）に即日申し込まれた人には
特典があります。この機会にぜひ参加してください。

10月から、満４歳児～小学校１年生を対象とした
幼・小１クラスを新設します。
■開　催　10月からの日曜日、午前10時から午前11時まで
■受　付 ９月８日（土）から開始
■期　間 10月３日（水）から12月23日（日）まで
■料　金 9,600円（申込時に支払ってください）
■申し込み ミズノウエルネス大淀のフロント
※ 各クラスの新規募集人数など詳細は問い合わせて
ください。

○トレーニングジムやプールを１ヶ月4,000円で利用で
きます。
○水泳教室や水中歩行などの30分レッスンを無料で受
講できます。
※ 定期利用のためのオリエンテーションを行ってい
ます。（予約が必要です。）
■主　管 町教育委員会

第３期子どもスイミング教室新規参加者募集

定期利用者募集中
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広告募集中広告募集中

パ

ン

ダ

ク

ラ

ス

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を
実施しています。
■日　　時 毎週月曜日：パンダクラス（０･１歳児）

毎週水曜日：ウサギクラス（２歳児以上）
※　どちらも午前10時から午前11時30分までです。
■場　　所 延明保育園あそびの森子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前10時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。
希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

■問い合わせ 延明保育園　10747%20388

ウ

サ

ギ

ク

ラ

ス

９／24（月）
９／17（月）

９／25（火）

10／１（月）

10／２（火）

10／８（月）

９／19（水）

９／25（火）

９／26（水）

10／２（火）

10／10（水）

ママ・トーク（夕食作り）
◇日　時 10月９日（火）
◇参加費 200円（材料費300円は別途必要）
◇持ち物 エプロン・三角きん・お箸セット・水筒

サテライト保育
◇日　時 ９月18日（火）
◇場　所 北野東公民館
◇対象地区 北野に住んでいる人

ママ・エアロビクス
◇日　時 ９月12日（水）
ママトークの保護者も参加できます。

「自宅で子どもとの関わり方」「オムツ替え」
「授乳」など家庭での子育てについて相談があ
る場合は、自宅に訪問します。気軽に利用して
ください。

ジャレード・クリストマンさんが、町立大淀中学校英語指導助手として新しく
本町に来られました。
ジャレードさんは、中学校で英語の指導をするだけでなく、９月から英会話サ

ークルの講師も務めます。
本紙に初登場の今回は、「大淀町のみなさんとたくさん話をし、町内で行われ

る色々な行事に参加したい」と意気込むジャレードさんを紹介します。

●大淀町のみなさん、はじめまして
７月下旬に、アメリカのアイオワ州から来ました。
私は、日本の文化や歴史にとても興味があります。

アメリカのアイオワ大学でも日本語と日本文化を専攻
していました。日本にはたくさんおもしろいものがあ
ります。特に能や文楽、歌舞伎、書道、茶道といった
日本芸能が大好きです。
●家族は･･･

家族は、両親と僕の３人です。「日本で勉強したい」
という相談をした時は、応援してくれましたが、とて
も寂しがりました。心配しないようによくアメリカに
手紙を出しています。
●趣味は･･･
趣味は、読書・映画・料理です。
料理は、食べるのも作るのも好きです。最近は、ま

き寿司、かつ丼、カレーを作りました。カレーは簡単
だけど、野菜を切るのが遅くて出来上がるのに２時間
もかかってしまいました。食べる方では、寿司、刺身、
天ぷらうどんなどの和食が好きです。
アイオワ州は海がないため、魚介類が高価で肉類が

安価でした。日本では、たくさん魚介類を食べたいです。
今はうなぎを食べたいです！
●日本語は･･･
特に漢字が難しいです！敬語も勉強しましたが、半

分忘れてしまいました。みなさん教えてくださいね。
また、関西弁をたまに教えてもらいます。「さよな

ら」ではなくて「ほな、さいなら」、「おいしい」は「う
まい」、「いいですね」は「ええで」など。変だけどおも
しろくて笑ってしまいます。
●気軽に声をかけてくださいね
大淀町はアイオワ州と違い、空は青く山並みも広がり、
とても自然豊かな町ですね。また接する人みなさんや
さしく、大淀町はとても素晴らしい町だと日々感じて
います。
私は、少しだけ日本語は話せますが上手ではないです。
でも、中学校や英会話サークルでは、大淀町のみなさ
んのために良い先生になれるように頑張ります。まち
で私を見かけたら気軽に声をかけてくださいね。どう
ぞよろしくお願いします。

水筒・帽子を忘れず
持参してください。

敬老の日のため休み

秋分の日の振替休日のため休み

お誕生日会（９月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は９月19日
（水）までに子育て支援センターに申し
込んでください）

公開保育（延明保育園の子どもたちと
一緒に遊ぼう）

親子ピクニック（場所：ゴロゴロ広場）
雨天の場合は３日（水）

体育の日のため休み

公開保育（延明保育園の子どもたちと
一緒に遊ぼう）

お誕生日会（９月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は９月19日
（水）までに子育て支援センターに申し
込んでください）

ワイワイたいむ
「親と自分のもやもやを見つめてみよう」

親子ピクニック（場所：ゴロゴロ広場）
雨天の場合は３日（水）

ワイワイたいむ
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大淀町職員新規採用者（平成20年４月１日採用予定）を次のとおり募集します。

１　職種および採用予定人数
○一般事務職（行政）・・・・・・・・・・・・・６人
○一般事務職（土木）・・・・・・・・・・・・・１人
○保育士（町立大淀病院勤務）・・・・・・・・・２人
○文化財技師（町教育委員会勤務）・・・・・・・１人
○視能訓練士（町立大淀病院勤務）・・・・・・・１人

２　採用試験受験資格
○一般事務職（行政・土木）・昭和56年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人
※ ただし、土木職は、土木課程を修了した人または修了見込みの人に限ります。
○保育士 ・・・・・・・・昭和57年４月２日以降に生まれた人
※ ただし、保育士資格を有する人または平成20年３月31日までに保育士資格を取得する見込みの
人に限ります。

○文化財技師 ・・・・・・昭和48年４月２日以降に生まれた人
※ ただし、学芸員資格を有する人または平成20年３月31日までに学芸員資格を取得する見込みの
人で、大学または大学院において考古学、歴史学、文化財学等を専攻し、かつ、文化財調査また
は発掘調査に関する知識および経験を有する人に限ります。

○視能訓練士 ・・・・・・昭和57年４月２日以降に生まれた人
※ ただし、視能訓練士免許を有する人または平成20年４月30日までに視能訓練士免許を取得する
見込みの人に限ります。

３　採用試験日
（１）第１次試験（全職種）・平成19年11月４日（日）
（２）第２次試験（一般事務職のみ）
（２）第筆記試験 ・・・・・平成19年11月18日（日）
（２）第面接試験 ・・・・・平成19年11月24日（土）または25日（日）のいずれか１日
（３）試験会場 ・・・・・・大淀町役場
※ いずれも受験申込者数により変更となることがあります。

４　受験申込書受付期間および提出先
（１）期　間 ・・・・・・・平成19年10月10日（水）から同月24日（水）まで
（１）期　間 ・・・・・・・午前８時30分から午後５時まで
※ ただし、土曜日および日曜日は受付を行いません。

（２）提出先 ・・・・・・・大淀町役場総務部総務課内職員採用試験委員会
（１）期　間 ・・・・・・・〒638－8501 大淀町大字桧垣本2090番地

５　その他
受験申込書および試験案内は、職員採用試験委員会（町役場総務課）で配布します。
また、受験申込書および試験案内は、大淀町ホームページ（http://www.town.oyodo.nara.jp）から

ダウンロードできます。
その他、受験手続きおよび試験案内などに関するお問い合わせは、
大淀町役場総務部総務課内職員採用試験委員会　10747%25501まで。

大 淀 町 職 員 募 集

町立大淀病院では、随時看護師を募集しています。
詳しくは、町立大淀病院へ問い合わせてください。
10747%28801
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一
定
の
条
件
の
も
と
で
修
学
資
金

の
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。面
接
お
よ
び
審
査
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象

看
護
師
・
准
看
護
師
を
め
ざ
し
て

い
る
人
で
、
看
護
学
校
に
入
学
す
る

学
生
、
ま
た
は
在
学
中
の
学
生

■
条
　
件

看
護
学
校
卒
業
後
、
町
立
大
淀
病

院
で
看
護
業
務
に
就
く
こ
と

※

免
許
取
得
後
、町
立
大
淀
病
院
で

３
年
間
看
護
業
務
に
就
く
こ
と
で
貸

付
金
額
が
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
立
大
淀
病
院
庶
務
課

配
水
管
か
ら
町
内
各
家
庭
の
水
道

メ
ー
タ
ー
ま
で
、
音
聴
に
よ
る
漏
水

調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
深

夜
（
午
前
２
時
ご
ろ
）
に
お
よ
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
は
民
間
業
者
に
委
託

し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場

合
は
、
身
分
証
の
提
示
ま
た
は
水
道

部
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
水
道
部

栄
養
展
は
全
国
糖
尿
病
週
間
に
ち

な
ん
で
、
糖
尿
病
の
予
防
と
よ
り
良

い
治
療
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
糖
尿
病
で
悩
ん
で
い
る
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
や
一
般
の
人
も
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

10
月
６
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

無
料

■
内
　
容

○
講
演

演
題：

生
活
習
慣
病
と
め
ま
い

講
師：

町
立
大
淀
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

中
嶋
真
沙
子
先
生

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

○
血
圧
・
血
糖
・
体
脂
肪
・
血
管
年
齢
・

骨
密
度
の
測
定

○
食
事
・
運
動
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

■
問
い
合
わ
せ
先

町
立
大
淀
病
院
清
友
会
事
務
局

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
楽
し
く

気
軽
に
で
き
る
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
の

普
及
と
住
民
の
み
な
さ
ん
の
交
流
や

ふ
れ
あ
い
、
健
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、「
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

９
月
24
日
（
祝
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
大
淀
健
民
運
動
場
）

■
内
　
容

グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル
フ
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、
囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど

■
企
画
・
指
導
　
町
体
育
指
導
委
員

■
そ
の
他

q
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

w
荒
天
時
に
お
け
る
教
室
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
直
接
会
場
に
お
い
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

当
日
午
前
８
時
現
在
で
「
奈
良
県
、

五
条
・
北
部
吉
野
」
に
警
報
が
発

令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
止
と

し
ま
す
。

e
教
室
中
に
け
が
な
ど
が
生
じ
た
場

合
、
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
責
任
は
す
べ
て
参
加
者

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
体
調

に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

■
日
　
時
（
荒
天
時
は
中
止
）

10
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

■
場
　
所
　

平
畑
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

■
内
　
容
　

本
紙
９
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

大
会
当
日
は
、
会
場
周
辺
等
で
通

行
車
両
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
周
辺
で
の
路
上
駐
車

は
禁
止
で
す
。
来
場
さ
れ
る
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

町
体
育
協
会
で
は
、
昨
年
９
月
１

日
か
ら
本
年
８
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
県
体
育
協
会
主
催
の
県
大
会
で

優
勝
さ
れ
た
人
（
団
体
）、
お
よ
び

そ
れ
以
上
の
大
会
に
県
予
選
等
に
よ

っ
て
出
場
さ
れ
た
人
（
団
体
）
を
優

秀
選
手
と
し
て
、
町
民
体
育
大
会
に

お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、
９
月
18

日
（
火
）
ま
で
に
町
体
育
協
会
事
務

局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
事
務
局
（
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
）

町
指
定
の
ご
み
袋
（
燃
え
る
ご
み
）

の
色
が
、
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
の
一

環
で
、
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
。
ご
み

袋
各
販
売
所
で
順
次
販
売
し
ま
す
。

な
お
、
今
ま
で
の
ご
み
袋
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
使
用
で
き
ま
す
。

墓
地
な
ど
の
公
共
施
設
の
ご
み
箱

に
家
庭
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
て
困
っ

て
い
る
と
い
う
苦
情
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
管
理
者

が
迷
惑
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
ご

み
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
住
民
生
活
課

町
立
大
淀
病
院

看
護
師
・
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
付
制
度

糖
尿
病
週
間
行
事

「
栄
養
展
」
を
開
催

ふ
れ
あ
い
　
い
い
汗
な
が
そ
う

軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

〜
楽
し
く
走
ろ
う
〜

第
43
回
町
民
体
育
大
会
を
開
催

町
指
定
ご
み
袋（
燃
え
る
ご
み
）

の
色
が
黄
色
に
な
り
ま
す

優
秀
選
手
表
彰
の
推
薦

家
庭
ご
み
を

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

漏
水
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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「
交
通
事
故
の
な
い
　
や
す
ら
ぎ

の
　
大
和
路
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

９
月
21
日
（
金
）
か
ら
９
月
30
日

（
日
）
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害

者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

が
ル
ー
ル
を
守
り
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
重
点
事
項

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

○
二
輪
車
・
原
付
車
運
転
中
の
交
通

事
故
防
止

■
中
吉
野
警
察
署
・
町
交
通
対
策
協

議
会
（
町
役
場
総
務
課
内
）

警
察
で
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被

害
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
の
相
談
や

住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
に
つ
い
て

の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

中
吉
野
警
察
署

1
０
７
４
７
%3
０
１
１
０

県
立
大
淀
養
護
学
校
で
は
、
知
的

障
が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
の
保
護

者
な
ど
に
対
し
て
、
同
校
の
教
育
に

つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
１
日
体
験
入
学
を

実
施
し
ま
す
。

《
小
学
部
》

■
対
　
象

知
的
障
が
い
の
あ
る
幼
児
（
来
年

度
就
学
）
と
そ
の
保
護
者
、
幼
稚
園

の
教
諭
、
保
育
園
の
保
育
士
、
施
設

の
指
導
員
ほ
か

■
日
　
時

10
月
５
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

《
中
学
部
》

■
対
　
象

知
的
障
が
い
の
あ
る
小
学
６
年
生

と
そ
の
保
護
者
、
小
学
校
の
教
職
員

ほ
か

■
日
　
時

10
月
15
日
（
月
）・
16
日
（
火
）

10
月
22
日
（
月
）・
23
日
（
火
）

10
月
25
日
（
木
）・
29
日
（
月
）

10
月
30
日
（
火
）

11
月
１
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
１
時
ま
で

《
教
育
相
談
日
》

■
小
学
部

月
曜
日
・
金
曜
日a

午
後

水
曜
日
・
木
曜
日a

午
前

■
中
学
部

木
曜
日a

午
前

■
高
等
部

水
曜
日
・
木
曜
日a

午
前

※

事
前
に
連
絡
を
し
て
か
ら
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
立
大
淀
養
護
学
校

1
０
７
４
７
%2
７
６
５
５

９
月
10
日
は
屋
外
広
告
の
日
で
す
。

違
反
広
告
物
を
な
く
し
て
美
し
い
街

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は
各

市
町
村
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

電
柱
・
街
路
樹
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・

道
路
標
識
・
信
号
機
な
ど
に
は
り
紙

や
立
看
板
な
ど
を
掲
出
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
住
民
生
活
課

多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄

与
し
て
こ
ら
れ
た
人
に
敬
意
を
表
す

と
と
も
に
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
も

ち
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

長
寿
社
会
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
各
種

事
業
を
通
し
て
長
寿
の
お
祝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
長
寿
御
祝
品

88
歳
・
99
歳
・
１
０
０
歳
以
上
の

人
に
祝
品
を
送
付
し
ま
す
。（
１
年

以
上
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

が
条
件
で
す
）

■
金
婚
祝
い

８
月
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
今
年

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
祝

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

平
成
19
年

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

県
立
大
淀
養
護
学
校

１
日
体
験
入
学

９
月
10
日
は

屋
外
広
告
の
日

９
月
は

高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

９
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」

総務省では、10月１日を期日に全国一斉に就
業構造基本調査を行います。
この調査は、全国および地域別の就業構造に

関する基礎資料を得ることを目的に実施され、
国や都道府県などの雇用政策や学術研究などに
利用されます。
調査対象となった世帯に調査員が伺いますので、

調査へのご協力をお願いします。
■問い合わせ先 町役場企画課

平成19年就業構造基本調査
みなさまのご理解とご協力をお願いします



広告募集中 広告募集中
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各
種
相
談
窓
口
を
開
設

＝
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
＝

「
法
の
日
」
週
間
に
ち
な
ん
だ

無
料
法
律
相
談

10
月
１
日
か
ら
の
「
法
の
日
」
週

間
に
、
奈
良
弁
護
士
会
と
法
テ
ラ
ス

奈
良
が
共
催
し
、
無
料
法
律
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
４
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
　
所

町
役
場
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
１
階
）

■
申
し
込
み
方
法

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
９
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
、
電
話
で
法
テ
ラ
ス

奈
良
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
先

着
順
）

※
　
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
奈
良

1
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
５
０

無
料
調
停
相
談

県
調
停
協
会
吉
野
支
部
で
は
、
最

高
裁
判
所
の
委
託
事
業
と
し
て
、
調

停
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

※
　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
日
　
時

10
月
５
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
　
所

○
大
淀
町
中
央
公
民
館

○
吉
野
町
中
央
公
民
館

○
下
市
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

お
金
の
貸
し
借
り
、
売
買
代
金
、

交
通
事
故
、
近
隣
関
係
、
土
地
の
境

界
、
相
続
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

県
調
停
協
会
吉
野
支
部

1
０
７
４
７
%2
２
４
９
０

行
政
奈
良

な
ん
で
も
無
料
相
談
所

行
政
書
士
制
度
の
理
解
と
普
及
を

め
ざ
し
て
、
毎
年
10
月
を
行
政
書
士

制
度
強
調
月
間
と
定
め
て
全
国
一
斉

に
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

県
行
政
書
士
会
で
は
、
官
公
署
に

提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
提
出
方
法

な
ど
に
つ
い
て
無
料
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

《
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
》

■
日
　
時

10
月
６
日
（
土
）
か
ら

10
月
８
日
（
月
）
ま
で

午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所

近
鉄
百
貨
店
橿
原
店

６
階
特
設
会
場

《
電
話
無
料
相
談
》

■
日
　
時

10
月
１
日
（
月
）
か
ら

10
月
31
日
（
水
）
ま
で

午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

県
行
政
書
士
会

1
０
７
４
４
@5
６
３
３
９

町
商
工
会
主
催年

金
相
談
窓
口

み
な
さ
ん
の
年
金
（
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
な
ど
）
の
加
入
記
録
に
つ

い
て
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
係
官
が

出
張
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時

９
月
21
日
（
金
）
か
ら
平
成
20
年

３
月
21
日
（
金
）
ま
で
の
毎
月
第

１
・
第
３
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

■
場
　
所
　

町
商
工
会
（
下
市
口
駅
前
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
商
工
会

1
０
７
４
７
%2
９
５
５
５

■日時 午前９時～午後４時
（土、日、祝日を除く毎日）

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場人権施策推進室

■日時 毎週月・水・金曜日
午前９時～午後５時
（祝日および金曜日の午後を除く）

■場所 大淀町中央公民館３階
■問い合わせ 教育相談室　10747%21525

■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 大淀町社会福祉協議会
■問い合わせ 大淀町社会福祉協議会

10747%30589

■日時 ９月14日f
午後１時～午後４時

■場所 大淀町役場

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談

教育相談

人権相談

■問い合わせ 大淀町役場住民生活課
10747%25501（要予約）

■日時 10月16日c
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

10746#23081
■日時 11月16日f

午後１時～午後４時
■場所 下市町役場
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

10747%20001

これまで五條市の南和法律相談セ
ンターで実施していた無料法律相談
が、10月から奈良県弁護士会中南和
法律相談センターとして窓口を開設
することになりました。
■日時 10月5日f

午後１時～午後４時
■場所 大淀町役場相談コーナー（１階）
■予約受付 9月28日f

午前9時30分から電話
予約のみ（先着順）

■予約・問い合わせ　
奈良県弁護士会
10742@22035

奈良県弁護士会無料法律相談

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

10746#23081

■日時 10月20日g
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ
県建築協同組合中吉野支部
10747%29971

■日時 毎月第２火曜日
午前10時～午後３時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

■日時 10月５日f
午前10時30分～午後４時

■場所 吉野町中央公民館
■問い合わせ 高田児童相談所

10745@26079

児童相談

無料交通事故相談

住宅増改築相談

消費生活相談相� 談�



善意銀行だより善意銀行だより

町　　　役　　　場 0747－52－5501

大　　淀　　病　　院 0747－52－8801

水　　　道　　　部 0747－52－0137

大　淀　消　防　署 0747－52－1199

教　育　委　員　会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

老 人 福祉センター 0747－52－9733

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

桜 ヶ 丘 児 童 館 0747－52－8319

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平　畑　体　育　館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文　　化　　会　　館 0747－54－2110

図　　　書　　　館 0747－54－2120

大淀町社会福祉協議会 0747－53－0589

訪問看護ステーション 0747－52－1941

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745－67－0543

sssss
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今回、次の方から善意が寄せられました。

□亡母ユキヱ供養として

金50,000
仲西　輝雄さん（新野）

□亡夫義雄供養として

金100,000
町生活指導協議会へ指定預託

横林　一枝さん（上桧垣本）

ありがとうございました。有意義に使わ

せていただきます。

広告募集中 広告募集中

町では、新たな財源の創出を図るため、大淀町有料広告掲載の
取扱いに関する規程に基づき、広報おおよどと町ホームページに
掲載する有料広告を募集しています。
※　デザイン・内容等は広告主が提供してください。
※ 詳しくは、町ホームページをご覧になるか、
問い合わせてください。
http://www.town.oyodo.nara.jp
■問い合わせ先 町役場企画課

広 告 募 集 中 cc

納期内（10月1日まで）に納めましょう。
◆町県民税第2期の納期です
納付書は6月に一括して郵送しています。

町役場税務課

◆国民健康保険税第3期の納期です
コンビニエンスストアでも納付できます。
詳しくは、納付書裏面をご覧ください。

町役場ほけん課

本町では、住民のみなさんに英会話を通じて外国の文化に触れ
てもらおうと英会話サークルを実施しています。
今年も、町立大淀中学校の英語指導助手であったバイアンさん

にかわり赴任したジャレードさんを講師に、ボランティアのみな
さんの協力で英会話の勉強を実施します。みなさん気軽に参加し
てください。
また、サークルの運営を手伝うボランティアも募集しています。
◆日　　時　９月13日（木）から毎週木曜日

午後７時30分～午後９時30分
◆場　　所 町中央公民館
◆対　　象 本町在住の人
◆会　　費 年間2,000円
◆内　　容 初歩から初級程度
◆講　　師 ジャレード・クリストマンさん

（町立大淀中学校英語指導助手）
◆申込方法 サークル活動日に直接町中央公民館に来てください。
◆問い合わせ先 町教育委員会生涯学習課

英会話サークル会員募集

愛の募金に
ご協力ありがとうございました

町更生保護女性会の募金活動

社会を明るくする運動の一環として、町更生保護女性会が呼び
かけた愛の善意募金に約75万円が集まりました。
このお金は、犯罪や非行に陥った人々が立ち直るための
援助活動や子どもたちが健やかに成長できる地域づくりの
ための活動に有意義に使われます。
協力していただいたみなさん、ありがとうございました。
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のうごき
平成19年７月31日現在

●人　口 20,567人（＋11）
男 9,858人（±10）
女 10,709人（＋11）

●世帯数 7,592 （＋18）
（ ）内は前月との比較

大淀町民憲章
（平成3年11月1日制定）

わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

古紙配合率70％再生紙を使用しています�

70 この広報紙は、再生紙を使用しています。

このコーナーでは、町の
がんばっている人を紹介
します。

高梨
たかなし

博
ひろし

さん（土田）
ミュージックセラピー
「音楽の宅配便」代表

あこが

両親からのコメント

（土田）

いっぱい食べて
大きくなってネ！

木�

花�

アラカシ�

梨　
花�

羽
はね

田
だ

光
こう

輝
き

くん
（平成18年９月７日生まれ）

★声楽を勉強し、オペラ歌手をめざしていました
今は、音楽教諭として子どもたちに音楽を教

えています。幼いころテレビCMで聴いたベー
トーベンの「皇帝」の衝撃的な体験で、音楽に感
動する喜びを知りました。でも最近はあまり音
楽を聞かなくなりました。素晴らしい音楽も左
脳で聴いて理屈っぽく批評してしまうからです。
職業柄仕方のないことだと思っています。
★ミュージックセラピーは音楽療法のことです
母が脳いっ血で倒れたことで、音楽療法を実

践し、脳への活性化の手応えを感じました。そ
の後、障がい児の音楽教育でも療法を取り入れ、
改めて音楽のパワーを確信し、それで音楽仲間
に声をかけて演奏会をするようになりました。
★いつの間にかライフワークとなりました
精神的に疲れている人にも音楽で心を癒して

ほしいです。それには聴き手にあった演奏と進
行が大切です。これが演奏会でぴたり合ったとき、
奏者と聴き手に一体感が生まれ、双方が癒され
ていきます。1回限りの療法で症状が改善する
ものではありませんが、人の心が音楽に同化して、
マイナスの心がプラスになる一助となるよう、
音楽療法の活動に携わっていきます。

20

広
告

●問い合わせ先　
町役場総務課

中吉野駐車場�

至土田�
中吉野警察�大淀病院�

下市口駅�

吉野川�

至
車
坂�

至
五
条�

千
石
橋�

使用料金 1 回　300円

利用時間 24時間


	表紙
	2ページ
	3ページ
	4ページ
	5ページ
	6ページ
	7ページ
	8ページ
	9ページ
	10ページ
	11ページ
	12ページ
	13ページ
	14ページ
	15ページ
	16ページ
	17ページ
	18ページ
	19ページ
	20ページ

